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形容詞分類の一試案   
一派生語形成の可否による－  
相 原 林 司  
（はじめに）  
彼一語我山語秋深みかも 高浜虚子   
ポッリ、ポッリ……話が途切れがちでどうもはずんでこない。せっかく久し  












み」は現代語としては用いられない。そのように、「－ み」の形を形成する形  
容詞と形成しない形容詞があるが、両者はその表現性、表現力に何か差・がある  
のか。また、「－み」の形を形成する形容詞はどのくらいあるのか。他の派生  
形、たとえば「－げ」「－ める」のようなものとのかかわりはどうなのか。  
あれこれ考えているうちに、一度、現代語の形容詞全般について、その派生語  
形成の可否、そしてそれと形容詞の機能とのかかわりを検討してみたい、と思  
い付いた。   
形容詞の派生形とその表現機能との関係につtlては、いくつかの先行研究が  
〔129〕   
相 原 林 司  130  
ある。例えば、森岡健二氏は、形容詞系の形態素のうち、末尾に「し」を伴わな  
いものをさらに〔1）「丸－」「高一」など、「－ める」「｛ まる」の接辞を要  
求するものと、（1′）「寒一」「辛（つら）－」など、接辞「Mがる」「－ げ」を  
要求するものとに分け、（1）に属する形式は事物の客観的情態や性質を表し、  
（1′）に属する形式は言語主体の感じる主観的な感覚や感情を表すむのであるこ  
とを指摘している。謹蝕   
また、小山敦子氏は、日本語の形容詞を、一般属性を表すものと、話者の感  
情内容を表すものとに二分し、前者には「－ がる」がつかないが、後者には  
「¶がる」がついて動詞化することを明らかにしている。注（2Jさらに、古語の  
「－ み」の形については、林四郎氏が「＜～み＞考」において詳細に考察し  





まず、形容詞をA～1の9常に分・けた。それは、体言性の派生形（「－ み」  
「－さ」「－げ」「川 め」）の形成が可能か否かによるものでぁる。その上  
で、A～Ⅰのそれぞれについて1～4の下位分類を立てた。用言性の派生形「－  






ある。   
（派生語形成による分類）   
A類：体言性の派生語「－ さ」「－ み」「－げ」「－ め」をすべて形成す  
るもの。  
A－1 用言性の「－ まる」（または「㌦ む」）「一 める」「－がる」  
を形成するもの   
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強い（3・14）→強旦、強旦ナ強吐強旦ナ強旦旦、強旦旦＿、強壁旦   




弱い（3・14：3・584）→弱旦，弱旦ナ弱吐弱旦、翠旦旦、弱些旦   
A－3 用言性の派生語のうち、「一一 がる」のみを形成するもの。  
重い（3・193）→重さ、重み、重げ、重め、重がる   





浅い（3・1920）→浅旦ユ浅旦〕浅吐浅旦ユ   
B類：体言性の派生語「－ さ」「－み」「－げ」を形成するもの。   






旦 ⊥  
懐しい（3・302）→懐し旦ユ懐し旦，懐し吐懐し旦，懐し壁互  
いぷかしい（3・306）→いぶかし旦、いぶかし旦ナいぶかし吐いぷかし旦ナ  
いぶかしがる   
B－2 用言性の派生語のうち、「－む」「－ める」のみを形成するも  
の。  
親しい（3・302）→親し旦，親し旦，親し払拭し生  
すごい（3・14）→すご呈上すご旦，すご吐すご旦   
B－3 用言性の派生語のうち、「－ がる」のみを形成するもの。  
ありがたいt3・3012）→ありがた旦ユありがた旦ナありがた埋，ありがた  
がる   
相 原 林 司   132  
美味（うま）い（3・505）→美味旦、美味旦♪美味吐美味墾垂＿   
おかしい（3・3010：3・306）→おかし旦、おかし旦、おかし払おかし些  
旦   
おもしろい（ユ・卸10）→おもしろ旦、おもしろ旦、おもしろ吐おもしろ  
壁旦   
かゆい（3・300）→かゆ旦，かゆ旦、かゆ吐かゆ壁旦   
くさい（3・帥4）→くさ旦ユくさ旦、くさ吐 くさ里阜   
寂しい（3・3011）→寂し旦、寂し旦、寂しげ、寂し壁旦   
渋い（3・505）→渋旦、渋旦1渋旦渋壁旦（渋旦〕   
新しい（3・166）→新し呈．新し旦ナ新し旦新し壁旦   
にがい（3・505）→にが旦、にが旦，にが吐にが壁旦   
ゆかしい（3・302）→ゆかし旦ナ ゆかし旦ナゆかし堕、ゆかしがる  
B－4 用言性の派生語を形成しないもの。   
暖かい（3・515）→僅か旦1暖か旦1暖か堕   
さかしい（－トさかし旦丁さかし旦ナさかしげ   









C類：体言性の派生語のうち「－さ」「－ み」「－ め」を形成するもの。  
C－1 用言性の派生語「叫 まる」「－ める」「－ がる」を形成する  
もの。  
〔該当する語例は見いだされない）  
C－2 用言性の派生語として「－まる」（「－む」）「－ める」のみ  
形成するもの。   
明るい（3・501）→明る旦、明る卓上明る旦、明る旦   
高い（3・1920）→高旦〕高旦ナ高旦ユ高旦旦丁高旦旦   
形容詞分類の一試案   
細い（3・1921）→細旦〕細垂〕細旦ユ細旦蓬r   
C－3 用言性の派生語のうち、「－ がる」のみを形成するもの。  
（該当する語例は見いだされない）   
C－4 用言性の派生語を形成しないもの。  
厚い（3・1921：3・36郎→厚旦ユ厚旦，厚旦＿  
133   
D類：体言性の派生語「－さ」「－げ」「－ め」を形成するもの。  
D軸1 用言性の派生語「一 まる」「－ める」「－ がる」を形成する  
もの。  
（該当する語例は見いだされない）  
D～2 用言性の派生語のうち、「－ まる」「－ める」だけを形成する  
もの。   
塁（固）い（3・506）→堅さ、堅げ、里め、堅生る、堅める   
狭い（3・1920）⊥粗狭吐粗狭量旦♯、狭旦旦■   
早い（3・1660）→早旦1早吐早旦、早旦旦，早旦旦   
速い（3り94）→速旦〕速吐速旦〕速旦旦ナ速旦旦   
広い（3・1920〕→広萱J広吐広旦♪広旦旦、広旦旦  
D－3 用言性の派生語の「－がる」のみ形成するもの。   
少ない（3・195）→少な旦，少なぜナ少な旦，少な旦≡長＿  
D－4 用言性の派生語を形成しないもの。   




例えばB類と比較すると、その差は「一 め」の形を形成するかしないかにあ  
るが、3・3の精神・行為に関する語の多い8類とは結果的に顕著な対照が見  
られる。  
E類二体言佳の派生語として「mさ」「－「 み」のみ形成するもの。  
E－1用言性の派生語「－ まる」（「Hむ」）「u める」「一 がる」  
を形成するもの。  
（訝当する語例は見いだされない）  
Eし2 用言性の派生語「－ まる」（「mむ」）「L める」を形成する   











E－3 用言性派生語として  がる」のみを形成するもの。  
（該当する語例は見いだされない）   
E－4 用言性の派生語を形成しないもの。  
（該当する語例は見いだされない）  
F類：体言性派生語「－さ」「－げ」のみを形成するもの。   








惜しい（3・3012）→惜し旦、惜し吐惜し旦，惜し壁旦   
FT2 用言性の派生語「－ む」「－ める」のみを形成するもの。  
いやしい（3・330）→いやし旦、いやしげ、いやし里，いやし旦旦  
清い（3・506）→清旦、信也清里卓＿（滑空）   








うらやましい（3・302）→うらやまし旦．うらやましげ、うらやましがる   
形容詞分類の一試案  135  
うるさい（3・31：3・503）→うるさ旦，うるさ払うるさ壁旦  













州 その他醐   

















古い（3り661）→古旦，古吐   
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誇らしい（3・3012）→誇らし旦ユ誇らしげ   
貧しい〔3・37）→貧し旦1質し埋   
みすぼらしい（3・330）→みすぼらし旦ユみすぼらしげ   
むさくるしい（3・506）→むさくるし旦Jむさくるしぜ   
むつまじい（3・302）→むつまじ旦Jむつまじ吐   
ゆゆしい（3・132）→ゆゆし旦．ゆゆし吐   
りりしい（3・345）→りりし旦ナりりし吐   
若々しい（3・1660：3・581）→若々し旦ナ若々し旦  





















G類：体言性の派生語として「－さ」「－ め」のみ形成するもの。  
Grl 用言性の派生語として「w まる」「－ める」「－ がる」を形  
成するもの。   
13ア   形容詞分猥の一試案  
（これに該当する語例は見いだされない）   




ぬるい（3・515）→ぬる旦ユぬる旦ユぬる聖，ぬる旦旦   
G－3 用言性の派生語として「－がる」のみ形成するもの。  
熱い（3・515）→熱さ、熟め、熱がる   











太い（3・1921）→太旦、太旦   
H類 体言性の派生語として「－ さ」のみを形成するもの。   
H－1用言性の派生語として「－まる」「－ める」「－ がる」を形  
成するもの。  
（これに該当する語例は見いだされない）   
H－2 用言性の派生語として「－ まる」「－ める」のみ形成するもの。  
（これに該当する語例も見いだされない）   





めでたい（3・335）→めでた旦ユめでた壁旦   
相 原 林 司   138  





























州－（－（・ その他冊′∧  
Ⅰ類：体言性、用言性のいずれの派生語も形成しないもの。  
あられもない（3・133）；いけない（3・133）；おっかない（  ）：こっ   
形容詞分類の一読案  139   
ぴどい（丁 ）；さとい（3・300：3・304）：四角い（一 ）；酸（す）い   
（3・505）；そぐわない（3・133）：手厚い（3・36釦：手痛い（3・14）：   
手広い（3・1920）；生やさしい（3†123）：またとない（∴ ）：めぼし   
い（3・100）  




詞は、表現主体の主観や感情の介入することが多心l「一 み」や「¶ げ」な  




















らない。   






かかえているのは、F類とH類である。特に「－さ」「－げ」「－ がる」  
の3つの形を形成するF3、「－さ」「－ げ」の形を形成するF4、  
「－ さ」の形のみ形成するH－4の3つで、全形容詞の大多数を占める。そ  
れは次のような理由に基づくのであろう。   











な要因にあると思われるのである。   
ただし、「がる」の形を形成するか否かについての判断には、微妙なもの  








（2）これに対して、「－み」「－ め」の派生形を形成する形容詞は、その  
表す意味内容の点でかなり限定されるようである。それは、「「 さ」「－ み」   
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的に表す10数語であって、「－さ」「［ げ」を形成するF類の語数の多いの  
と対照的である。もちろん、A類、B頬などに属する語も「［ み」「一 め」  
の形は形成するから、その範囲はもっと広がるが、それでも、形容詞全体から  
見てかなり限られた数でしかない。その理由は何か。   










うことは普通にはない。客観的、数量的なものの表現には「－ み」の形はな  













あるが、これらにしても、「－ み」の形は、く赤みがかった表皮〉 とかく青み   




で、「一 さ」「ル み」がもっとも近接している例と考えられる。それは、「痛  
い」が肉休的な意味でも心理的な意味でも く苦痛〉の表現と受けとられ、属性  
と感覚の違いがはっきり意識されないためであろうか。ただし、これも心理面  












るものがない。従って、「冷たい」「軽い」「つまらない」などは「－ み」の形  
に縁遠いのだと思われる。  












多く含まれている。また、複合語は、複合する前のもとの単独語と同じ顆に属   











囲は広く、機能性も高い。   
形容詞の中には、動詞から転成したと思われるものがあるが、そのような転  




















A、3、「軽い」がA－4に分類されるのは近接の例である。その一方で、「深い」   




















いものではあるが、こうい う角度から日本語の閉居を扱うこともできるのでは  
ないか、ということを、厚顔のそしりをもかえりみずに提起してみた。日本語  






（注3）林四郎一文字探求の言苦学」   
